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講演者紹介 

泰山 裕（たいざん ゆう） 

鳴門教育大学大学院学校教育研究科 准教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 講演者紹介 

初等中等教育現場を対象に思考力育成のための学習環境について研究されています。授業におい

て児童・生徒に期待する「思考」を思考スキルという観点から具体化することで、授業がどのよう

に変わるのか、それが児童・生徒にどのような影響を与えるのかについて研究を進められていま

す。 

また、児童・生徒の思考を補助するためのシンキングツールや ICT などのツールの活用方法や、

思考を捉え評価するための視点や方法についても研究しておられます。 

それぞれの研究を学校現場で活用していくよう、実践現場と連携を密にしていただいています。 

今年度、本校の文部科学省の LDX スクール事業委託により、荘内中学校区全体の校内研修での

指導助言や授業改善 Chat 内での助言等に御支援いただいています。 

 

記念講演 

テーマ「NEXT GIGA への挑戦」 
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事前質問 回答

教育DX推進を行ったことで、逆に大変になってしまったこと
などがあれば、参考までに教えていただきたいです。

情報の整理はこれまでの学校現場以上に必要になりますので、教職員も個別最適な情
報整理術を身につける必要があります。

職員間の情報共有の方法とタイミングが知りたいです。 GoogleアプリのClassroomやChatでタイムリーに行っています。一日中ログイン状
態で業務を進めています。

最初の立ち上げや、教職員・生徒に浸透させるまでの経緯や
仕組み（しかけ）なども教えていただけるとありがたいです。

冊子等を見ていただければと思います。

使用制限があるアプリなどを聞きたい。自治体によって
canva,google chatなどを使用禁止にしていると伺ってお
りますので、その辺のところをお教え願いたいです。

岡山県内でもChat禁止といった自治体が多いと聞いています。基本的に禁止されて
いるものはありません。禁止している自治体の考えはトラブル回避だと思います。その
考えでは何も始まらないと考えています。

お世話になります。日々の情報共有で、どの程度クラウドを
活用できているか、それによって、どの程度時間削減（効率
化）が可能になったかお聞きしたいです。

一日中動いていますので、絶えずログイン状態です。教室と職員室との連絡や居員間
での連絡もChatで行っています。時間削減にどの程度効果があるかは一概には言え
ませんが、会議は少なくなり、打ち合わせも少なくなっています。多くの教職員は１９時前
には帰宅できるようになってはいます。

個別最適化型の授業で評価として取り入れた方がよい観点
や、また具体的な授業に対してどんな評価基準で評価をして
いるか具体例を教えていただきたいです。

自己調整の取組をどうくみ取っていくかが大切だと考えています。授業の中ではパ
フォーマンス課題に対してB・A・Sの評価基準を示して生徒に挑戦させていく事が大切
です。

これまでの一斉型の授業から、どのように学校として授業観
を変換されましたか？本校はICT活用やクラウド活用は進ん
できましたが、どうしても今までの一斉型の授業から抜け出
せずにいます。

一斉指導の中でICTを活用しても学習成果には成果は出ない事、なぜ主体的な学習者
の育成が必要なのかといった理念の部分を徹底して意思統一しました。一斉指導で参
加しているだけの生徒がどのぐらいいるのか、協働的な学びの中ではお客さんになって
いる生徒がいない事実等を取り上げていきました。本校でもすべてができているわけで
はありませんが、授業改善を進めています。

中高連携をどう進めていくのかという点について、強い関心
があります。アプリの活用や自由進度学習の様子を是非拝
見させていただき、授業改善に繋げていきたいと考えており
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

高校での教育ＤＸは中学校以上に重要であり、高度なものとなるべきと考えています。
現在の中学校間で大きな差がある中で高校でどういう取組を進めるかは悩ましいと思
いますが、高校こそ生徒に自由に使わせて個別最適な学習を進めさせれるのではない
かと思いますし、特に端末活用は積み上げがなくても生徒はあっという間に教員を越え
る活用ができるようになります。

導入までのスケジュールを知りたい。
今後、国や県がどのように進めて、各市町村がいつ導入して
いくのかわかる範囲で教えてほしい。

ＧＩＧＡスクール構想の導入から３年、すでに新たなフェーズに入ってきていますので、
次年度もしくは令和７年度からのゼロトラスト実現の中で学びのかたちや学校現場の業
務遂行も変わってくると考えています。本校でもゼロトラストに向け、想定される課題に
ついて少しずつ話し合いを進めています。しかし、各自治体の財政状況で教育格差は
拡大していくものと感じていますので、学校独自の取組も工夫していかなければいけな
いと考えています。

自由進度学習を進めるにあたって、教職員の共通理解につ
いて。

未来社会の激変からの必要性を共通理解していくようにしています。

家庭学習との連携について　ICTを活用した個別最適化の
具体的な取り組み

家庭学習内容は従来の宿題ではなく、先行学習課題をメインとして授業に繋がる課題
を提示するようにしています。また、振り返り課題も家庭学習に位置付けることもありま
す。ＩＣＴを活用する学習は、スタディサプリやＡＩドリルの活用だけでなく、自分に合った
学習方法で自分でアプリを選択できる状態を目指しています。

校内の研修体制について（実施回数、実施時期、研修講師
等）

ＬＤＸ事業の委託を受けた今年度は鳴門教育大学の泰山先生に入っていただき、今日
の学校公開も合わせ、３回程度指導をいただきました。教育ＤＸに関する研修は、正直
ほぼ行っていません。２０～３０分程度の研修を年間数回行っているぐらいです。他の研
修も短時間の研修を必要な時に絶えず行っています。アプリの使い方や活用の仕方は
研修する必要なしというのが根本的な考え方であり、転勤してきた先生も周りにちょっと
聞いて自分で触っていればすぐに活用できるようになります。

・導入や推進をしていくにあたって苦労したこと
・生徒のタブレット使用ルール
・教員の情報端末利用にあたっての校内ルールはどうなって
いるか
・校務系PCの制限がどうのようになっているか。
・推進をしていくにあたって、生徒の様子や教職員の働き方
がどのような変容があったか

苦労というか、過渡期ですので絶えず課題が出てきて切り替えていっている状況です。
生徒のタブレット使用のルールは、学習のために使う、壊さない程度のものです。時々生
徒のボランティアグループがルールを作成して学年全体に呼び掛けることもあります。
教員の端末活用のルールは、ログイン状態で教室に置きっぱなしにしない程度はありま
す。持ち帰りも自由です。校務系ＰＣは市教委の決めたルールに従っています。生徒の
様子の変容ですが、学校が目指す学びや活動のかたちを目指した活用をしている生徒
ばかりではなく、活用ができていない生徒も一部いますので、これまでの学校教育現場
と変わりないかと思います。着実に主体的に動いたり、情報を自分で整理して動いてい
る生徒は増えていることは感じています。教職員の働き方は大きく変容しています。
ペーパーレスや学級・学年経営等のパッケージ化の中で必要な業務を効率よく行うよう
になってきています。情報量は過多となっていますので、その整理スキルが必要となって
います。（これまでの学校ではわからなかった他の学年の動きや情報も絶えず入ってく
る。）

参加申込時にいただいた主な質問等にお答えします。
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推進する上で効果的なポイントと現時点で課題と捉えられて
いること

効果的なポイントは「生徒を主語にして考える」ことです。学校は教職員の自己実現の場
ではないという観点から、未来の社会で生きていく子供たちのための教育を考えようと
いう理念を大事にすることが最上位のポイントです。課題はいくらでもあります。どんな
授業が望ましいのかについてもまだ不明確です。取り組みながら最適解を見つけていく
姿勢で取組まないと先に進みません。

家庭への協力について、ハード面、ソフト面など発信やお願
いは具体的にどんなことをされたのかお構いない範囲で教え
ていただけたらと思います。

学びスタイルや学校の教育方針についてはリーフレットを作成して配布したり、授業はど
のようにあるか等もお伝えし続けています。また、小学校段階からＷｉ-Ｆｉ環境を整えて
いただく依頼や、これからの社会変化についてもお伝えするようにしています。一部本
校のＨＰにも保護者宛文書を掲載していますのでご覧ください。また、受益者負担での
学習アプリの導入についても訴えかけ、御理解をいただいています。

各アプリの利用方法だけでなく、利用時間などのデータなど
を管理職の方や教員間で視覚化して共有などされているの
か気になります。先生差をどう埋めるのか、底上げしているの
かを知りたいです。

各教職員で生徒の活用状況は見れるようになっています。また、各企業も定期的に利
用状況や課題等を取りまとめて伝えてくれていますので、先生方にも状況を伝え、何に
取り組むべきかを伝えています。教科間、教員間で差が出てくることは否めませんが、
大きな問題とは捉えていません。学校全体の総合的な活用状況を最も大切にしていま
す。生徒に任せれば教師があまり活用しなくても生徒が使うようになります。

Chromebookなどの入力式端末の使用頻度によっては、
ノートなどを使用して身につく筆記力が低下することはない
のでしょうか。筆記力の担保をどのようにされていますか。

筆記力がどの程度必要なのかも議論の絶えない部分です。中学校段階で必要な書く力
の程度をどう考えるかですが、端末を使っているから全く書かなくなっているわけでは
なく、数学等は書く方が早い教科もあります。しかし、鉛筆の持ち方すらほとんどの生徒
が正しくない状態であり、力加減も不適切です。書くことを重視すると文章表現が嫌い
な生徒を量産してしまうという問題もあります。総合的に考えていかなければ、書くこと
は大切だからもっと書かさなければと単純に考えると、大事なものが失われる側面もあ
ります。

個別最適化に特化した授業スタイル 自由進度学習が最適解に繋がるのかどうか、研究途上です。

成果と課題、デジタルとアナログの住み分け、学校が今後目
指す理想の生徒像についてうかがいたいです。

本日の説明で少しご理解いただけるのかと思いますが、最終的に目指すのはデジタル
とアナログも教師が判断して指示するのではなく、生徒個々に自分に合ったものを選択
するようになることを目指しています。よって、授業成果物も手書きで出す生徒もいれ
ばドキュメントでまとめて提出する生徒もいます。

ICTを活用することによる学力の向上は見られるのか。 ＩＣＴ活用が学力向上につながるとはいえないと考えています。従来通りの授業の中で
活用するなら意味はないなと思います。協働的な学びの中で自分に合った使い方を自
由に選択しながら活用していけば新しい学力観に沿ったこれからの学力が向上するの
ではないかと考えます。しかし、絶対にいえることは、これまでの学力観、得点力の向上
を目指した取り組みのためにＧＩＧＡスクール構想はあるのではない事です。

総社市ではチャットが使えない設定であるが、それでも荘内
中の取組を取り入れることの効果は得られると思われます
か。

Classroomでもある程度同じことはできます。自治体の状況に応じてGメールの活用
や様々な工夫はできるのではないでしょうか。本校でも昨年度まではChatはほぼ使っ
ていませんでした。

DXに関して荘内小学校とどの程度すり合わせをしているの
か

義務教育９年間の情報活用能力の育成についての指導計画を作成しています。また、
両校とも授業改善等の教育ＤＸ推進Chatを運用しており、お互いの状況を見合って情
報共有をしています。

•生成AIを使った業務改善や授業作りについての事例
•Google Workspace以外のアプリの活用について。
（SLAIDOやCanvaなど）

生成AI活用についての取組は「ねっトレ」の時間に行ったり、各授業で活用時に指導を
行っていますが、少し足りないと課題を感じていますので、今後さらに検討していきたい
ところです。Googleアプリ以外の者の活用は生徒に任せていますので、Canvaなどは
委員会のポスター作成や総合のプレゼン制作で自由に使っています。非常に優れてい
るので短時間で素敵なデザインで作成でき、効果は大きいと思っています。また、動画
編集でClipchampを使用したり、テキストマイニング、Kafoot！等を自由に使ってい
ます。

授業でのICT活用による支援（筆記では、文字の形が取れな
い生徒も入力によって表現できる）を行うが、それによる観点
別の評価や評定、高校入試での対応などにズレ（テストは従
来どおりの筆記による場合や入試で入力が許されない（特別
の配慮に該当するのか）など）があるとICTの推進より、筆記
で表現できるように指導するべきなのか等校内でも意見が
別れる。
　評価の仕方や適切な指導・支援の在り方など、全国的な流
れや方針などご示唆いただけることがあればお願いしたい。

書くことが苦手な生徒に対しては、通級による指導や通常学級の中での個別支援等で
障害特性による困難さの克服に向けて対応すべきであり、ICT化が進めることとは別の
問題です。また、別の質問にも答えていますが、書くことも大事ですが、ICT化を目指す
ことで書くことがなくなるわけではなく、必要な時には書くわけです。今までの学校教育
の中で書かせていた量からは減るとは思われますが、入力により長い文章が抵抗なく
書けるようになるという大きなメリットもあり、どの程度必要なのかという相対的な考え
で進めていく必要があるものと思われます。大学入試が大きく変わり、知識偏重から脱
却を目指している状態や、国家試験等も筆記ではなく、CBT化している状態も共通理
解したいところです。

特別支援教育での効果的な利用について 支援が必要な生徒にICTが効果的であることは以前から言われていることですし、知
的障害があってもGoogleアプリ等の活用は十分可能です。適切な使用についての指
導を押さえながら、社会で生きるために必要なネット利用等を身につけさせていく事が
必要と考えています。

- 89 -



令和５年１１月 

教育関係者のみなさんへ 

中学校区一貫教育校園 

 玉野市立荘内中学校 

  校長 住田 義広 

LDX 事業に係る動画紹介について 

 

 日頃より、本校教育の推進について、御支援いただき感謝申し上げます。 

現在、本校では文部科学省のリーディング DX スクール事業の委託を受け、 

実践事例の蓄積等に取り組んでいます。みなさんに、広く関連動画を紹介 

しますのでご覧ください。なお、許可なく動画をネットのアップする等の 

行為は御遠慮ください。 

 

 

 自由進度学習を進めよう   ルールメイキング道徳授業   GoogleChat で業務改善    授業改善の取組推進 

  

 

 

 

自由進度学習：1 年社会科  協同学習：３年社会科    自由進度学習：１年美術科 LDX 授業公開：２年数学科 

 

 

 

 

こみゅトレへ        進めよう！協同学習       生徒会役員選挙立会演説会   

 

 

 

 

                                           クラウドファンディングサイト 

【学校 HP】 

LDX 事業の

事例掲載 

DUC＠荘内中 

いろんなデジ

タル情報満載 

生徒独自で取り組む地域振興イベントです。 
生徒たちがクラウドファンディングしています！

「コロナで沈んでしまった自分たちの地域をもっと
盛り上げよう！」という企画で、荘内中学校や住ん
でいる地域のことをもっと知ってもらったり、防災
や SGDs などに関心を持ってもらえることを目的と
して行います。当日は、射的やスーパーボールすく
いなどの屋台を開いたり、中庭特設ステージでビン
ゴ大会やライブをしたり、プレゼン発表を行おうと
考えています。 
 また、荘内地域にある飲食店にも参加してもら
い、地域に住んでいる人も、そうでない人も、老若
男女が楽しめるようなイベントになっています。 
 

よかったら応援してください！ 
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